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委 員 の ひ と り 言

東洋経済新報社が先月発表した「住みよ

さランキング」2016において、かほく市が

全国813市区中、第７位にランクされ、一
昨年の７位、昨年の９位に続き３年連続ベ

スト10位以内と高い評価を受けています。

県内でもトップクラスとなる定住促進策
や子育て支援策などが、この順位の結果に

大いに反映されていると思います。

全国７位が起爆剤となり、若い世代にもっ
と住んでもらえるよう、私も議会の一員と

して、市の人口増加に向け、活気のあるま

ちづくりに貢献できるよう活動します。
（竹内 幹雄）

早稲田大学マニフェスト研究所が毎年発表

する議会改革度調査において、都道府県及び

市区町村を合わせた1,788議会のうち回答の

あった1,460議会中、かほく市議会は111位に

ランクされました。

調査は、議会が果たす役割として①情報共

有、②住民参加、③議会機能強化を柱とし、

それぞれの改革度合いを数値化してランキン

グが算出されました。

本市議会では、議会だよりやＨＰでの賛否

結果の公表や政務活動費の収支報告の公表、

議会情報の提供などを実施しています。

これからも「市民に開かれた議会」「市民

に親しまれる身近な議会」を目指し、改革を

進めます。

第３回定例会のお知らせ

８月30日
10:00～

・本会議（議案説明ほか）
・全員協議会
・予算決算常任委員会

９月６日
10:00～ ・本会議（一般質問）

９月８日
9:00～

・市民文教常任委員会
・市民文教分科会

９月９日
9:00～

・総務建設常任委員会
・総務建設分科会

９月13日
9:00～ ・予算決算常任委員会

９月14日
9:00～ ・市民文教分科会

９月15日
9:00～ ・総務建設分科会

９月20日
13:30～ ・予算決算常任委員会

９月23日
10:00～

・本会議（討論、採決ほか）
・全員協議会

日程は、都合により変更となる場合もあります。

議会を傍聴しませんか。
本会議・常任委員会などを傍聴できます。
どのような議論が交わされているのか
ぜひ傍聴においでください。
本会議は30名、常任委員会・全員協議会は8名の定員で

受付順となります。

「議会だより」をスマホで

かほく市議会では、「議会だより」をより
多くの方に読んでいただけるよう、スマート
フォン向け、アプリケーション（アプリ）
「i広報紙」を導入しました。

「i広報紙」というアプリをダウンロード
することで、スマートフォンなどから「議会
だより」を読むことができます。
※アプリのダウンロードは無料で行えますが、通信費

は利用者のご負担となります。

「i広報紙」のダウンロード（無料）方法
iPhoneの方は「App Store」、Androidの方は

「Google play」からダウンロードできます。

ダウンロードページには左記の
二次元バーコードからもアクセ
スできます。
※このアプリは(株)ホープ（福岡市）

が作成したものです。

アプリの閲覧中、広告が表示されますが、その内容

に、かほく市議会は一切責任を負いません。
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本会議はケーブルテレビ

「かほくチャンネル」で

生中継・録画を見ること

ができます。

第51号

最盛期を迎えた高松ぶどう（デラウェア）

議会だよりは
分かりやすい議会の入口！
中に入ってニャ！
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議会日程 20



〔市長提出議案〕

議案番号 議　　案　　名　　等
委員会

付託先
議決結果

議案第48号
専決処分の承認を求めることについて

（平成２８年度かほく市一般会計補正予算（第１号））

原案承認

（全会一致）

議案第49号 平成２８年度かほく市一般会計補正予算（第２号）
原案可決

（賛成多数）

議案第50号 平成２８年度かほく市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第51号 かほく市子ども・子育て基金条例の制定について

議案第52号 かほく市学校給食センター条例の一部を改正する条例について

議案第53号
かほく市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例について

議案第54号
かほく市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について

議案第55号 かほく市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第56号 かほく市商工業振興条例の全部を改正する条例について 総務建設

※議案及び審査の主な内容については、１２ページ以降の各常任委員会レポートに掲載しています。

〔市長提出議案（人事）〕

議案番号 議　　案　　名　　等
上　程

議決日
議決結果

同意第7号

～

同意第18号

　

かほく市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

・現職委員の任期満了に伴い、中村和博氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、塚本晴美氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、中村美枝子氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、今本重蔵氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、種本博氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、岡田忠司氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、大田昇氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、喜綿雅之氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、油野茂樹氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、澤野安隆氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、竹田尋平氏を新たに任命するもの

・現職委員の任期満了に伴い、西東輝雄氏を新たに任命するもの

原案同意

（全会一致）

諮問第1号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

・能任まち子委員の任期満了に伴い、引き続き再任するもの。

適　　任

（全会一致）

〔議員提出議案〕

発議番号 議　　案　　名　　等
上　程

議決日
議決結果

発議第２号 教育予算の拡充を求める意見書について 6月30日
原案可決

（全会一致）

予算決算

市民文教
原案可決

（全会一致）

※同意第７号から第18号までの農業委員会の委員の任命については、農業協同組合法等の一部を改正する等の法律により、農

業委員の選出方法が市長の任命制に変更となったために、現職委員の任期満了に伴い改めて任命するものです。

6月14日

審議された議案と審議結果
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会期／6月14日～6月30日
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見
　

武
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田

　
正

信

杉
本

　
正

一

竹
内

　
幹

雄

杉
本

　
成

一

寺
内

　
照

雄

猪
村

　
博

靖

別
宗

　
明

敏

議案第49号 平成２８年度かほく市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

※　○ = 賛成　× = 反対　欠 = 欠席　退 = 退席　　杉本正一議員は議長職のため採決には加わりません。

議案番号 議　　案　　名　　等

議員名(議席番号順)

高

橋

成

典

議
案
第
49
号
一
般
会
計
補
正
予
算

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
連
し
て
、

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
費
５
０
６

５
万
８
千
円
、
個
人
番
号
交
付
費
８

２
２
万
円
と
、
多
額
の
費
用
に
反
対

で
す
。
１
月
か
ら
開
始
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
、
顔
写
真
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
す
る
な
ど
、

全
国
で
１
千
万
枚
を
受
け
付
け
な
が

ら
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
」
の
不
具
合
で
、
３
３
０
万
枚

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

日
弁
連
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
個

人
情
報
流
出
の
危
険
、
大
量
の
情
報

漏
え
い
や
、
な
り
す
ま
し
な
ど
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
が
高
ま
る
」
と
、

厳
し
く
抗
議
す
る
声
明
を
発
表
。

米
国
や
韓
国
で
は
同
制
度
が
大
問

題
と
な
り
、
英
国
で
は
廃
止
し
た
。

全
国
民
に
番
号
を
割
り
振
り
、
国

民
一
人
ひ
と
り
の
情
報
を
国
が
一
括

し
て
管
理
す
る
制
度
の
あ
り
方
の
危

険
性
を
含
め
て
反
対
す
る
。

坂

井

正

靱

９
議
案
全
て
に
賛
成
す
る
。

哲
学
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
は
、

か
ほ
く
市
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
観
光
資

源
で
あ
る
哲
学
館
を
中
心
と
し
た
一

帯
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
新
た
な

観
光
振
興
と
交
流
人
口
の
増
加
な
ど

更
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

は
、
県
立
看
護
大
や
イ
オ
ン
、
商
工

会
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
む
画
期

的
な
事
業
で
あ
る
。

そ
の
他
、
新
婚
さ
ん
住
ま
い
応
援

事
業
や
商
工
業
振
興
条
例
の
全
部
改

正
に
よ
る
制
度
の
拡
充
、
子
ど
も
・

子
育
て
基
金
の
創
設
に
よ
る
住
み
良

さ
の
向
上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
や
水
道
事
業
に

お
け
る
給
水
管
の
新
ル
ー
ト
で
の
敷

設
替
え
に
よ
る
福
祉
・
生
活
環
境
の

向
上
な
ど
、
ど
の
事
業
も
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。

議案に対して２氏が討論

討論の文章は、本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対

全
議
案
に
賛
成

議会だより VOL.513

討 論

議決結果で賛否が分かれた案件

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

将
来
を
担
い
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り

に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は

き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
２
０
１
７
年

度
政
府
の
当
初
予
算
編
成
に
向
け
て
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
実
現
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善
の

た
め
に
、
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改

善
を
推
進
す
る
こ
と
。

二
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分

の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

三
、
「
い
じ
め
」
「
自
殺
」
「
不
登
校
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
増
員

を
図
り
、
相
談
窓
口
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
。

提
出
者市

民
文
教
常
任
委
員
長

多
々
見

武

（
全
員
賛
成
）



〔市長提出議案〕

議案番号 議　　案　　名　　等
委員会

付託先
議決結果

議案第44号
専決処分の承認を求めることについて
（平成２７年度かほく市一般会計補正予算（第６号））

予算決算

議案第45号

専決処分の承認を求めることについて

（行政不服審査法の全部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の一部
を改正する条例について）

議案第46号
専決処分の承認を求めることについて
（かほく市税条例等の一部を改正する条例について）

議案第47号
専決処分の承認を求めることについて
（かほく市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について）

〔市長提出議案（人事）〕

議案番号 議　　案　　名　　等
上　程
議決日

議決結果

同意第１号
かほく市副市長の選任につき同意を求めることについて

・架谷外茂治副市長の任期満了に伴い、引き続き再任するもの

同意第２号
かほく市教育長の任命につき同意を求めることについて

・遠田敏博教育長の任期満了に伴い、新たに山越充氏を任命するもの

同意第３号
かほく市公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
・金津五雄委員の任期満了に伴い、引き続き再任するもの

同意第４号
かほく市監査委員の選任につき同意を求めることについて
・黒田太喜雄委員の任期満了に伴い、引き続き再任するもの

同意第５号
かほく市固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
・竹中藤藏委員の任期満了に伴い、新たに青地雅夫氏を選任するもの

同意第６号
かほく市教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて
・寺西哲秀委員の任期満了に伴い、新たに南文夫氏を選任するもの

―

4月25日
原案同意

（全会一致）

原案承認
（全会一致）
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審議された議案
会期／4月25日

補欠選挙の結果を受け、総勢15人となった議会。

Ｑ

当
初
予
算
で
耐
力
度
調
査
の
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
七
塚
及
び
外

日
角
小
学
校
の
整
備
方
針
を
問
う
。

Ａ
油
野
市
長

両
小
学
校
の
校
舎
は
、

昭
和
42
年
建
築
で
、
平
成
20
年
度
に

両
校
と
も
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
、
文
部
科
学
省
で
薦
め
て
い

る
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
改
良
事
業

は
、
学
習
環
境
の
多
様
化
へ
の
対
応

と
し
て
間
取
り
を
変
更
で
き
、
建
て

替
え
た
場
合
と
同
等
の
教
育
環
境
の

確
保
が
可
能
で
、
改
修
後
は
30
年
以

上
の
利
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

総
合
計
画
に
お
け
る
整
備
方
針
は
、

時
代
に
即
し
た
学
習
環
境
の
確
保
、

既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
循
環
型

へ
の
改
築
・
改
修
工
事
に
よ
る
長
寿

命
化
対
策
を
柱
と
し
て
検
討
し
て
お

り
、
現
在
、
耐
力
度
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

調
査
結
果
を
見
極
め
た
上
で
、
早

期
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計
に
着
手

し
、
他
の
小
中
学
校
の
普
通
教
室
の

エ
ア
コ
ン
化
の
整
備
時
期
や
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
な
ど
施
設
の
複
合
化
に
つ

い
て
も
考
慮
す
る
。

市
長
と
し
て
の
任
期
中
で
あ
る
平

成
31
年
度
ま
で
に
は
両
校
の
工
事
に

着
手
す
る
。

質

問

２

「
哲
学
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

市
と
し
て
の
位
置
づ
け
は

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
資
源
を
磨
き
、

新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る

Ｑ

哲
学
館
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
取
り
組
む
「
哲
学
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」
事
業
の
市
と
し
て
の
位
置
づ
け

と
全
体
像
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
市
長

市
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
資
源
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
石
川
県
西
田
幾
多

郎
記
念
哲
学
館
」
と
「
哲
学
の
杜
」

の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
る
た
め
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
照
明
を
手
が
け

た
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
戸
恒
浩
人
氏
に
依

頼
し
「
哲
学
の
杜
」
全
体
を
様
々
な

色
彩
で
照
ら
し
、
幻
想
的
な
光
で
輝

か
せ
る
美
し
い
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

加
え
て
哲
学
館
の
運
営
や
道
の
駅

高
松
、
商
工
会
や
観
光
物
産
協
会
と

連
携
し
、
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
積
極
的
に
活
用
し
、
観
光
振
興
と

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
市
内
の
法
人
か
ら
受
け
た

高
額
の
寄
付
を
観
光
振
興
基
金
に
積

み
立
て
、
事
業
の
財
源
の
一
部
と
し

て
活
用
す
る
。

七
塚
・
外
日
角
小
学
校
の
整
備
手
法
と
時
期
を
問
う
！

平
成
31
年
度
ま
で
に
着
工
す
る
！

耐力度調査する外日角小学校
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質 問 １

哲学の杜ライトアップイメージ



Ｑ

食
べ
ら
れ
る
状
態
な
の
に
捨
て

ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
家
庭
や
ス
ー

パ
ー
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
ら
れ
る
。

日
本
で
は
年
間
２
８
０
１
万
ト
ン

の
食
品
廃
棄
物
が
発
生
し
、
う
ち
６

４
２
万
ト
ン
が
食
品
ロ
ス
と
推
計
さ

れ
る
。

①

学
校
や
保
育
所
な
ど
、
教
育
施

設
で
の
学
校
給
食
や
食
育
・
環
境
教

育
な
ど
を
通
し
て
の
食
品
ロ
ス
削
減

の
た
め
の
啓
発
は
。

②

家
庭
で
の
食
品
在
庫
の
適
正
管

理
や
有
効
活
用
の
取
り
組
み
、
飲
食

店
な
ど
で
の
、
残
さ
ず
食
べ
る
運
動

や
持
ち
帰
り
運
動
の
展
開
な
ど
、
市

民
・
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
た
食
品

ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
は
。

③

未
利
用
備
蓄
食
品
の
有
効
活
用

と
し
て
、
消
費
期
限
の
６
カ
月
前
に

フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
へ
の
寄
付
を
検

討
し
て
は
。

Ａ
油
野
市
長

食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、

廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化

対
策
に
も
つ
な
が
る
。

①

平
成
26
年
３
月
に
第
２
次
か
ほ

く
市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、
積

極
的
に
食
育
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

給
食
の
食
べ
残
し
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
聞
い
て
お
り
、
今
後
も
子
供
た
ち

に
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

②

市
民
・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、

関
係
方
面
と
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

③

災
害
備
蓄
食
料
に
つ
い
て
は
災

害
時
備
蓄
計
画
に
基
づ
き
、
期
限
が

近
づ
い
た
も
の
を
有
効
に
活
用
し
、

そ
の
分
を
新
た
に
補
充
す
る
と
い
う

循
環
備
蓄
の
方
法
に
よ
り
調
整
を
し

て
い
る
。

質

問

２

若
者
の
政
策
形
成
過
程
へ
の

参
画
に
つ
い
て

政
治
に
参
画
す
る
若
者
が
も
っ

と
出
る
こ
と
を
期
待
す
る

Ｑ

子
ど
も
議
会
な
ど
若
年
層
へ
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

年
齢
層
を
広
げ
、
若
者
の
政
治
参
画

を
促
進
す
る
施
策
を
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
市
長

少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に

進
む
中
、
日
本
の
将
来
を
担
っ
て
い

く
若
者
の
政
治
離
れ
に
つ
い
て
は
、

大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

各
分
野
を
代
表
し
た
委
員
で
構
成

す
る
有
識
者
会
議
で
審
議
し
、
総
合

戦
略
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
し
提
言

を
い
た
だ
き
機
会
を
捉
え
て
、
若
い

世
代
の
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
よ

う
努
め
て
き
た
。

今
後
と
も
政
治
に
参
画
す
る
若
者

が
も
っ
と
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
推
進
せ
よ

関
係
方
面
と
協
議
、
検
討
し
て
い
く

毎年開催される「子ども議会」
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質 問 １

Ｑ

第
２
次
か
ほ
く
市
総
合
計
画
で

も
主
要
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

主
要
事
業
で
あ
る
国
道
１
５
９
号
の

交
通
安
全
対
策
事
業
な
ど
、
以
下
４

つ
の
国
・
県
事
業
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

①

国
道
１
５
９
号
交
通
安
全
対
策

事
業

②

河
北
縦
断
道
路

③

か
ほ
く
東
西
幹
線
道
路

④

人
工
リ
ー
フ
の
設
置

Ａ
油
野
市
長

①
既
存
事
業
で
あ
る

木
津
交
差
点
改
良
事
業
及
び
遠
塚
・

秋
浜
交
差
点
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、

取
得
済
み
の
用
地
に
お
い
て
順
次
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
早
期
完
成

を
優
先
す
る
意
向
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

ま
た
、
高
松
地
区
自
歩
道
整
備
事

業
に
つ
い
て
も
、
早
期
に
採
択
さ
れ

る
よ
う
継
続
的
な
提
言
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
事
業
推
進
の
前
提
と
な

る
用
地
交
渉
な
ど
に
つ
い
て
、
国
と

地
権
者
と
の
調
整
な
ど
積
極
的
に
事

業
進
捗
を
図
る
た
め
の
協
力
を
行
っ

て
い
く
。

②

河
北
縦
断
道
路
は
、
石
川
県
の

掲
げ
る
「
ダ
ブ
ル
ラ
ダ
ー
輝
き
の
美

知
」
の
南
北
幹
線
に
位
置
付
け
ら
れ

る
道
路
で
あ
り
、
上
山
田
か
ら
津
幡

町
の
加
茂
間
に
お
い
て
、
仕
上
げ
の

最
終
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
議
会
に
お
い
て
、
谷
本

知
事
よ
り
予
定
を
前
倒
し
し
て
今
年

の
秋
に
も
完
成
さ
せ
、
供
用
開
始
出

来
る
目
処
が
つ
い
た
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

③

平
成
26
年
度
の
起
工
式
以
来
、

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
整
備

に
時
間
を
要
す
る
跨
線
橋
工
事
に
つ

い
て
も
、
昨
年
度
ま
で
に
市
道
を
跨

ぐ
区
間
の
橋
梁
下
部
工
５
基
が
完
成

し
て
い
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
七
尾
線
前
後

の
道
路
工
に
つ
い
て
も
、
順
次
進
め

ら
れ
て
い
る
。

④

昨
年
度
に
本
市
で
６
基
目
と
な

る
人
工
リ
ー
フ
が
遠
塚
地
内
で
完
成

し
、
設
置
前
よ
り
砂
浜
が
拡
が
っ
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
松
浜
地
内
に
お

い
て
、
新
規
人
工
リ
ー
フ
に
着
手
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
白
尾
・
大
崎
地
内
で
は

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
海
岸
護

岸
の
復
旧
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
道
１
５
９
号
な
ど
国
・
県
事
業
の
進
捗
状
況
は

早
期
採
択
に
向
け
継
続
的
に
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
く

国道159号高松地区
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海岸護岸の復旧工事（白尾地内）



Ｑ

市
の
資
金
運
用
に
つ
い
て
、
預

金
の
預
け
先
や
債
権
の
購
入
を
ど
の

よ
う
に
決
定
し
て
い
る
の
か
、
運
用

益
も
含
め
問
う
。

Ａ
油
野
市
長

資
金
運
用
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
に
お
い
て
「
最
も

確
実
か
つ
有
利
な
方
法
で
保
管
す
る
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
確
実
・
安
全

性
を
第
一
に
考
え
管
理
し
て
い
る
。

定
期
預
金
の
預
け
先
や
債
券
の
購

入
は
、
公
金
運
用
委
員
会
で
定
め
た

公
金
運
用
方
針
に
基
づ
き
実
施
し
て

お
り
、
購
入
は
債
券
市
場
を
注
視
し

て
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
運
用
益
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
で
約
１
千
万
円
、
現
在
保
有

す
る
定
期
預
金
や
債
券
の
満
期
時
点

で
は
、
総
額
４
千
５
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

質

問

２

大
規
模
災
害
時
の
避
難
者
数

は
。
ま
た
備
蓄
品
の
状
況
は

森
本
・
富
樫
断
層
地
震
を
想

定
し
て
備
蓄
し
て
い
る
。

Ｑ

熊
本
地
震
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
が
、
市
に
お
い
て
大
規
模
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
の
想
定
避
難
者
数
及

び
備
蓄
品
の
状
況
を
問
う
。

Ａ
森
田
市
民
部
長

想
定
避
難
者
数

は
２
千
４
名
で
あ
り
、
避
難
所
は
市

内
９
箇
所
、
収
容
可
能
人
数
は
５
３

８
８
人
で
あ
る
。

食
料
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
・
乾
パ

ン
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
粉
ミ
ル
ク
な
ど
、

日
用
品
で
は
、
毛
布
・
衛
生
用
品
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
を
想
定
避
難
者

数
の
３
日
分
備
蓄
し
て
い
る
。

質

問

３

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
広
告

を
募
集
し
て
は
ど
う
か

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
新
た
な
財
源
と
し
て
、
市
内
公
共

施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
広
告

募
集
）
や
広
報
、
福
祉
バ
ス
な
ど
に

企
業
広
告
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
板
坂
総
務
部
長

か
ほ
く
市
の
よ

う
な
小
規
模
な
自
治
体
の
施
設
で
は
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
は
難
し

い
。広

報
な
ど
の
企
業
広
告
に
関
し
て

も
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

質

問

４

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
支
援
を
促
進
せ
よ

現
在
の
支
援
内
容
を
継
続
し
、

更
な
る
拡
充
策
も
検
討
す
る
。

Ｑ
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
る
が
、
自
主
返
納
を
促
進

さ
せ
る
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
現
在
の
返
還
状
況
は
。

Ａ
市
民
部
長

平
成
27
年
度
か
ら
自

主
返
納
者
に
対
し
、
商
工
会
の
商
品

券
１
万
円
分
を
付
与
し
て
い
る
。

返
納
者
は
、
平
成
25
年
度
18
件
、

26
年
度
40
件
、
27
年
度
は
75
件
と
年
々

増
加
し
て
お
り
、
更
な
る
促
進
に
努

め
る
。

市
の
資
金
運
用
の
現
状
に
つ
い
て

確
実
性
、
安
全
性
を
第
一
に
考
え
管
理
し
て
い
る

商工会の商品券１万円分
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質 問 １

Ｑ

市
の
子
ど
も
の
貧
困
実
態
を
調

査
し
、
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
。金

沢
市
で
は
、
貧
困
状
態
に
あ
る

子
ど
も
へ
の
対
応
強
化
に
向
け
て
、

関
係
部
局
を
横
断
し
た
対
策
チ
ー
ム

を
発
足
さ
せ
、
福
祉
や
教
育
、
労
働

な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
現
状
を
把
握

し
、
有
効
な
施
策
を
打
ち
出
す
と
し

て
い
る
。

県
内
の
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
市
の

対
策
を
問
う
。

Ａ
森
田
市
民
部
長

市
独
自
の
調
査

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

貧
困
対
策
に
関
連
す
る
情
報
共
有
や

関
係
部
局
間
の
連
携
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
様
々
な
支
援
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

質

問

２

65
歳
に
な
る
と
障
害
者
医
療

助
成
が
窓
口
負
担
に
な
る

県
に
改
善
要
望
し
て
い
る

Ｑ

身
体
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
窓
口
無
料
（
現
物
給
付
）
が
65
歳

に
な
る
と
一
転
し
て
償
還
払
い
に
な

る
。ま

た
、
障
害
者
に
は
介
護
保
険
優

先
原
則
の
問
題
が
あ
る
。

市
の
実
態
と
改
善
策
は
。

Ａ
市
民
部
長

こ
れ
ま
で
も
県
に
対

し
、
65
歳
以
上
の
現
物
給
付
を
要
望

し
て
い
る
が
、
県
は
慎
重
で
あ
る
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
具

体
的
な
利
用
意
向
を
把
握
し
た
上
で
、

申
請
者
が
必
要
と
す
る
支
援
内
容
が

介
護
保
険
の
適
用
と
な
る
か
否
か
を

適
切
に
判
断
し
て
い
る
。

質

問

３

就
学
援
助
入
学
前
に
支
給
を

他
市
町
を
参
考
に
検
討
す
る

Ｑ

準
要
保
護
世
帯
の
就
学
援
助
を

実
態
に
見
合
っ
た
額
に
引
き
上
げ
る
。

ま
た
、
県
内
で
も
白
山
市
が
入
学

前
の
３
月
に
支
給
。
来
年
度
か
ら
、

羽
咋
市
や
小
松
市
も
実
施
す
る
。

か
ほ
く
市
で
も
実
施
を
。

Ａ
山
越
教
育
長

現
時
点
で
は
、
就

学
援
助
の
引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
。入

学
前
の
３
月
支
給
は
、
新
入
学

児
童
生
徒
の
学
用
品
費
に
限
っ
て
、

他
市
町
の
動
向
も
参
考
に
検
討
す
る
。

質

問

４

大
崎
キ
ャ
ン
プ
場
の
改
修
を

多
額
の
費
用
が
必
要

Ｑ

老
朽
化
が
著
し
く
、
利
用
者
か

ら
改
善
要
望
の
あ
る
大
崎
キ
ャ
ン
プ

場
を
、
今
の
自
然
環
境
を
活
か
し
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
べ
き
だ
。

Ａ
瀬
戸
産
業
建
設
部
長

改
修
工
事

に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、
使
用

料
金
に
転
化
す
る
と
低
料
金
の
利
点

が
失
わ
れ
る
。

今
年
度
で
指
定
管
理
期
間
が
終
了

す
る
の
で
、
来
年
度
以
降
の
同
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
大
崎
区
と
協
議
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
実
態
を
調
査
し
、
具
体
的
な
対
策
を

関
係
部
局
と
連
携
し
、
様
々
な
支
援
対
策
を
検
討
す
る

老朽化が著しい施設（大崎地内）
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質 問 １



Ｑ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
Ｐ
Ｆ
Ｕ
ブ
ル
ー

キ
ャ
ッ
ツ
が
Ｖ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
へ

の
昇
格
を
果
た
し
全
国
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。
市
民
が
一
層
応
援
す

る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
一
体
感
を
醸

成
す
る
と
と
も
に
、
当
市
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
考
え
る
。

一
企
業
の
チ
ー
ム
で
は
あ
る
が
、

企
業
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
競
技
力
向

上
な
ど
に
お
い
て
社
会
貢
献
を
行
っ

て
お
り
、
地
域
活
性
化
に
活
用
す
る

こ
と
は
、
国
が
定
め
た
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
の
理
念
に
叶
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
３
点
に
つ
い
て
問
う
。

①

ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
の
試
合
を

「
か
ほ
く
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
ど
こ
ま

で
放
送
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

②

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
選
手
や
双
方

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に
ゃ

ん
た
ろ
う
」
と
「
ブ
ル
ー
ニ
ャ
」
を

招
き
交
流
を
図
る
考
え
は
。

③

全
国
各
地
の
試
合
で
、
本
拠
地

は
「
か
ほ
く
市
」
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

Ａ
油
野
市
長

全
国
区
と
な
っ
た
ブ

ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
が
、
市
の
元
気
の
牽

引
役
と
し
て
、
ま
た
地
域
活
性
化
の

主
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

①

試
合
放
映
は
Ｖ
リ
ー
グ
機
構
へ

の
放
映
権
料
の
支
払
い
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
や
、
現
場
撮
影
に
係
る
費
用

負
担
な
ど
か
ら
難
し
い
。
し
か
し
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

プ
ラ
ン
で
既
に
放
送
し
て
い
る
放
送

局
の
視
聴
は
可
能
で
あ
る
。

②

今
ま
で
も
、
練
習
や
試
合
な
ど

に
影
響
の
な
い
範
囲
で
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
は
「
に
ゃ
ん
た
ろ
う
」
と
「
ブ

ル
ー
ニ
ャ
」
の
カ
ッ
プ
ル
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
提
案
し
、
今
ま
で
以
上
に
交

流
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

③

Ｖ
リ
ー
グ
機
構
や
選
手
の
肖
像

権
、
商
標
関
係
な
ど
の
課
題
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形

で
「
か
ほ
く
市
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
か
を
Ｐ
Ｆ
Ｕ
と
も
相
談
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質

問

２

美
術
品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
検
討

Ｑ

旧
七
塚
・
高
松
庁
舎
な
ど
に
展

示
さ
れ
て
い
た
絵
画
な
ど
美
術
品
で
、

現
在
、
展
示
さ
れ
て
い
な
い
美
術
品

が
倉
庫
に
33
点
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

庁
舎
な
ど
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
考
え

は
。

Ａ
板
坂
総
務
部
長

各
施
設
で
絵
画

な
ど
を
展
示
で
き
る
適
切
な
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
か
検
討
す
る
と
と
も
に
、

現
在
、
庁
舎
内
や
市
内
各
施
設
に
展

示
し
て
あ
る
絵
画
な
ど
を
定
期
的
な

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
掛
け
替
え
を
行

う
な
ど
、
美
術
品
を
倉
庫
に
眠
ら
せ

ず
に
市
民
の
皆
様
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
く
。

「
に
ゃ
ん
た
ろ
う
」
と
「
ブ
ル
ー
ニ
ャ
」
の
交
流
を

カ
ッ
プ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｆ
Ｕ
に
提
案
す
る

「にゃんたろう」と「ブルーニャ」
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質 問 １

Ｑ

市
内
に
は
多
く
の
空
き
家
が
あ

り
、
多
く
は
老
朽
化
し
て
い
て
危
険

な
状
態
で
あ
る
。

落
下
物
か
ら
の
危
険
回
避
の
た
め
、

２
年
近
く
も
片
側
通
行
を
強
い
ら
れ

て
い
る
地
域
も
あ
り
、
雪
が
降
れ
ば

遠
回
り
を
し
て
の
通
勤
・
通
学
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

今
議
会
で
環
境
安
全
対
策
事
業
費

と
し
て
４
６
８
万
２
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
ま
で
の
処

置
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
油
野
市
長

国
に
お
い
て
空
き
家

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
処
置
法

が
制
定
さ
れ
、
市
も
４
月
に
空
き
家

等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
施

行
し
た
。

空
き
家
の
中
で
も
特
に
倒
壊
な
ど

保
安
上
、
危
険
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

管
理
不
全
な
空
き
家
を
特
定
空
き
家

と
し
て
、
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
に

対
し
、
除
去
・
修
繕
な
ど
の
指
導
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
松
地
内
の
建
物
に
つ
い
て
は
、

市
道
に
面
し
て
い
て
外
壁
が
破
損
・

飛
散
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
緊
急

安
全
処
置
と
し
て
飛
散
防
止
対
策
を

施
し
、
で
き
る
限
り
危
険
な
状
態
を

回
避
す
る
。

質

問

２

公
衆
電
話
を
再
度
設
置
で
き

な
い
か

必
要
と
は
認
識
し
て
い
な
い

Ｑ

高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
前
に

設
置
し
て
あ
っ
た
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク

ス
が
撤
収
さ
れ
て
い
る
。

高
松
地
区
の
文
化
の
中
枢
と
も
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
処
に
、
公
衆
電

話
が
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
民
営
化
に
伴
い
、
採
算

の
取
れ
な
い
と
こ
ろ
は
撤
収
と
の
方

針
だ
そ
う
だ
が
、
再
度
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

特
に
部
活
を
し
て
い
る
中
学
生
は
、

家
に
迎
え
の
電
話
を
す
る
に
も
、
中

学
校
の
電
話
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
公
衆
電
話

は
重
宝
さ
れ
て
い
た
。

Ａ
板
坂
総
務
部
長

設
置
者
で
あ
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
、
平
成
25
年
に
撤
去
し
た

も
の
で
あ
り
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
公
衆
電
話
の
利

用
者
が
大
幅
に
減
少
し
、
採
算
の
取

れ
な
い
公
衆
電
話
に
つ
い
て
は
、
順

次
撤
去
の
方
針
だ
と
伺
っ
て
い
る
。

今
後
、
公
衆
電
話
が
必
要
か
ど
う

か
、
ま
た
、
設
置
が
可
能
か
ど
う
か

検
討
し
て
い
く
。

危
険
な
空
き
家
、
ど
の
程
度
ま
で
処
置
す
る
の
か

緊
急
安
全
対
策
処
置
と
し
て
飛
散
防
止
対
策
を
施
す

外壁が飛散している廃屋
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質 問 １

公衆電話に並ぶ長蛇の列



◎
商
工
業
振
興
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例

こ
の
条
例
改
正
は
、
名
称
を
「
か

ほ
く
市
企
業
立
地
の
促
進
及
び
商
工

業
振
興
に
関
す
る
条
例
」
と
し
て
全

部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
工
場
等
立

地
助
成
を
受
け
る
た
め
の
各
種
要
件

の
緩
和
と
助
成
額
及
び
限
度
額
の
拡

充
に
加
え
、
新
た
に
企
業
の
本
社
機

能
施
設
の
移
転
、
並
び
に
雇
用
促
進

に
対
す
る
助
成
を
新
設
す
る
も
の
。

こ
の
条
例
に
よ
り
、
多
様
化
す
る

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
支
援

体
制
を
強
化
し
、
さ
ら
に
、
地
場
企

業
の
育
成
及
び
効
果
的
な
企
業
立
地

の
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

板
谷
委
員

新
設
の
雇
用
促
進
助
成
金
で
は
、

雇
用
人
数
に
よ
り
助
成
額
が
変
わ
る

と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
雇
用
人
数

に
上
限
は
あ
る
か
。

上
野
産
業
振
興
課
長

雇
用
人
数
に
よ
る
上
限
で
は
な
く
、

工
場
立
地
助
成
金
な
ど
の
限
度
額
は
、

雇
用
促
進
助
成
金
を
含
め
新
設
３
億

円
、
増
設
２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

竹
内
委
員

条
例
改
正
に
よ
り
、
新
規
ま
た
は

増
設
を
す
る
意
欲
的
な
企
業
が
出
て

く
れ
る
よ
う
期
待
す
る
が
、
用
途
地

域
の
規
制
に
よ
る
、
工
場
の
増
設
な

ど
不
都
合
は
な
い
か
。

瀬
戸
産
業
建
設
部
長

用
途
地
域
の
関
係
で
、
既
存
の
工

場
な
ど
で
は
、
同
じ
場
所
で
増
設
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
用
地
の
あ
っ

せ
ん
や
道
路
・
用
排
水
路
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
も
助
成
措
置
を
設
け
て

お
り
、
し
っ
か
り
と
説
明
や
協
議
し
、

助
成
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
る
。
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企
業
誘
致
・
雇
用
創
出
を
目
指
す
条
例
改
正

お
も
な
審
査
内
容

（
所
管
事
項
含
む
）

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

総
務

建
設

常
任

委
員
会

議
会
と
意
見
交
換

し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
と

自
由
に
情
報
及
び
意
見
を
交
換

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
政
の

更
な
る
発
展
、
議
会
の
活
性
化

を
目
指
し
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

議
会
と
の
意
見
交
換
を
ご
希

望
さ
れ
る
団
体
等
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

か
ほ
く
市
議
会
事
務
局

電
話

２
８
３
‐
７
１
２
６

総
務
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

坂
井

正
靱

副
委
員
長

板
谷

悦
郎

委

員

猪
村

博
靖

寺
内

照
雄

竹
内

幹
雄

金
田

正
信

多
々
見
邦
次

河北縦断道路沿線の企業

◎
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
条
例
の
制

定高
橋
委
員

基
金
の
創
設
は
い
い
こ
と
で
あ
る
。

低
金
利
の
今
、
積
み
増
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

千
田
子
育
て
支
援
課
長

財
政
部
局
と
協
議
し
な
が
ら
、
他

の
財
源
も
活
用
す
る
な
ど
有
効
利
用

し
て
い
く
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
職
務
を

併
せ
持
つ
新
教
育
長
が
任
命
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
か
ら
の
選
出
は
会
務
を
総

理
す
る
教
育
長
の
み
と
し
、
条
項
か

ら
教
育
委
員
会
の
委
員
を
削
る
も
の
。

◎
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
に
よ
り
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
関
す
る
基
準

の
中
で
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

要
件
と
し
て
、
５
年
以
内
ご
と
に
更

新
研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
及
び

事
業
所
内
保
育
事
業
に
お
け
る
保
育

士
配
置
要
件
な
ど
を
、
国
の
基
準
に

合
わ
せ
て
弾
力
化
す
る
た
め
に
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

高
橋
委
員

現
在
、
市
内
で
運
営
さ
れ
て
い
る

小
規
模
保
育
園
の
認
可
基
準
は
。

子
育
て
支
援
課
長

現
行
の
基
準
に
よ
り
認
可
し
て
い

る
が
、
緩
和
さ
れ
た
要
件
で
変
更
の

認
可
申
請
な
ど
が
出
た
場
合
は
、
今

回
の
基
準
に
よ
り
審
査
す
る
こ
と
と

な
る
。

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省

令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
に
よ
り
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
取
得
の

た
め
の
研
修
を
受
講
す
る
要
件
の
内
、

教
員
免
許
の
条
項
に
お
い
て
現
行
の

「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
の
教
諭

と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
」
に
、
小

中
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
「
義
務
教

育
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す

る
者
」
を
追
加
す
る
も
の
。
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子

育

て

環

境

充

実

の
た

め

基

金

創

設

市
民
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長

多
々
見

武

副
委
員
長

金
子

猛

委

員

別
宗

明
敏

杉
本

成
一

安
達

肇

高
橋

成
典

丸
井

一
範

お
も
な
審
査
内
容

（
所
管
事
項
含
む
）

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

市
民

文
教

常
任

委
員
会

子ども総合センター「おひさま」



議
会
定
例
会
初
日
の
６
月
14
日
に

議
案
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
経
て
各

議
案
の
詳
細
な
審
査
を
分
科
会
で
行

い
、
６
月
28
日
に
両
分
科
会
で
の
審

査
内
容
の
報
告
を
受
け
、
採
決
を
行
っ

た
。

猪
村
委
員

高
額
の
寄
付
を
活
用
し
取
り
組
む
、

哲
学
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
は
コ

ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、
効
果
の
あ

る
も
の
に
せ
よ
。

上
野
産
業
振
興
課
長

哲
学
館
を
訪
れ
る
市
内
外
の
み
な

さ
ん
が
楽
し
め
る
こ
と
を
重
点
に
し
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
現
地
確
認
を
行
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

板
谷
分
科
副
委
員
長

新
婚
さ
ん
住
ま
い
応
援
事
業
に
お

け
る
制
度
拡
充
の
周
知
方
法
は
。

山
口
企
画
情
報
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
広
報
誌
な
ど
で
周
知
す
る
と
と

も
に
、
す
で
に
申
請
の
あ
っ
た
約
20

世
帯
に
は
直
接
案
内
を
送
付
す
る
。

寺
内
委
員

公
園
の
施
設
修
繕
で
は
、
よ
り
耐

用
年
数
の
長
い
材
質
を
使
用
せ
よ
。

山
森
都
市
建
設
課
長

設
計
段
階
で
材
質
に
つ
い
て
も
検

討
し
、
費
用
対
効
果
の
高
い
も
の
に

し
て
い
く
。

金
田
委
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
費
に
対
す
る
国
庫
補
助
金

の
額
が
少
な
い
の
で
は
。

企
画
情
報
課
長

国
の
基
準
で
は
、
補
助
金
額
が
人

口
規
模
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
た
め
、

ど
の
自
治
体
も
全
体
事
業
費
の
ご
く

一
部
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
当
市
だ

け
が
少
な
い
訳
で
は
な
い
。
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総
務
建
設
分
科
会

６
月
23
日
開
催

総
務
建
設
分
科
会

｢

哲
学
の
杜｣

魅
力
ア
ッ
プ
で
観
光
振
興

市
民
文
教
分
科
会

産
学
官
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

お

も

な

質

疑

総務建設分科会 審査案件

内容 平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

主な内容 平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

内容 専
決
処
分

平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
給
水
管
（
JR
踏
切
横
断
管
）
布
設
工
事

・
七
塚
配
水
池
整
備
事
業
（
用
地
購
入
）

・
哲
学
の
杜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
実
施
設
計
委
託

・
新
婚
さ
ん
住
ま
い
応
援
事
業
の
拡
充
に
係
る
経
費

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
改
修
費

・
公
園
維
持
管
理
事
業
（
施
設
等
長
寿
命
化
・
ト
イ
レ
改
築
）

・
市
内
法
人
に
よ
る
高
額
寄
付
金
の
観
光
振
興
基
金
へ
の
積
立
金

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

予
算

決
算

常
任

委
員
会

修繕する公園施設(七塚中央公園)

安
達
委
員

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
に
伴
い

ご
当
地
ワ
オ
ン
カ
ー
ド
を
１
万
枚
購

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
将

来
的
な
活
用
見
込
み
は
あ
る
か
。

森
田
市
民
部
長

市
民
全
体
の
健
康
づ
く
り
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、
ご
当
地
ワ
オ
ン
カ
ー
ド

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
状
で

は
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
健
康

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
た
め
の
機
能
だ

け
で
あ
る
。

将
来
的
に
は
、
に
ゃ
ん
た
ろ
う
カ
ー

ド
と
の
連
携
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
、

健
康
づ
く
り
を
通
じ
た
地
域
振
興
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

杉
本
成
一
委
員

市
全
体
の
地
域
振
興
と
な
る
よ
う

市
商
工
会
と
し
っ
か
り
協
議
し
て
い

く
べ
き
だ
。

市
民
部
長

先
進
地
の
事
例
も
踏
ま
え
て
、
市

商
工
会
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

高
橋
委
員

危
険
空
家
応
急
対
策
の
対
象
と
な

る
空
家
の
範
囲
は
。

池
田
防
災
環
境
対
策
課
長

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
な
ど
が
い

る
場
合
は
、
指
導
に
よ
り
対
応
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
所
有
者
な
ど
が
権

利
放
棄
な
ど
で
存
在
し
な
い
場
合
で
、

管
理
不
全
に
よ
り
危
険
と
判
断
し
た

場
合
な
ど
に
応
急
対
策
を
実
施
す
る
。

丸
井
委
員

婚
活
・
妊
活
応
援
事
業
に
よ
る
成

果
は
。

千
田
子
育
て
支
援
課
長

昨
年
度
の
婚
活
事
業
で
は
、
４
組

が
成
立
し
た
。

越
井
健
康
福
祉
課
長

一
般
及
び
特
定
不
妊
治
療
費
の
全

額
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
特
定
不
妊

治
療
に
よ
り
昨
年
度
実
績
で
18
人
の

方
が
出
産
し
て
い
る
。

高
橋
委
員

介
護
保
険
の
事
業
計
画
に
基
づ
く

施
設
整
備
に
よ
り
、
入
所
待
機
者
の

解
消
は
図
れ
る
か
。

寺
嶋
長
寿
介
護
課
長

す
べ
て
の
待
機
者
に
つ
い
て
解
消

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ミ
ニ
特

養
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
よ

り
、
か
な
り
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

委

員

長

金
田

正
信

副
委
員
長

猪
村

博
靖

委
員

議
長
を
除
く
12
名

市
民
文
教
分
科
会

６
月
24
日
開
催

お

も

な

質

疑

市民文教分科会 審査案件

主な内容 平
成
28
年
度
か
ほ
く
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
交
付
金

・
介
護
基
盤
施
設
等
整
備
費
補
助
金

・
新
た
に
創
設
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
」
へ
の
積
立
金

・
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

・
に
ん
か
つ
応
援
事
業

・
危
険
空
家
応
急
対
策
費

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
事
業
費

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

健康づくり事業(ふれあいウォーク)



糸
島
市
に
お
け
る
農
作
物
被
害
額

は
年
間
約
８
千
万
円
。
そ
の
内
４
割

が
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
等
奨
励
金
は
一

頭
２
千
円
で
、
平
成
26
年
度
実
績
で

は
年
間
約
２
千
頭
を
捕
獲
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

捕
獲
後
の
有
効
活
用
と
し
て
、
県

の
支
援
事
業
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
加
工

処
理
施
設
を
設
置
し
、
浮
嶽
く
じ
ら

う
き
だ
け

処
理
加
工
組
合
を
設
立
し
、
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
収
支
は
、
62
頭
の
解
体

処
理
を
行
い
、
販
売
額
が
約
２
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
捕
獲
奨
励
金
や

県
の
補
助
金
に
よ
り
、
な
ん
と
か
黒

字
と
な
る
状
況
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
販
路
拡
大
の
た
め
に
生

肉
だ
け
で
な
く
ウ
ィ
ン
ナ
ー
な
ど
の

加
工
品
開
発
を
行
い
、
市
内
の
直
売

所
だ
け
で
な
く
、
通
販
を
含
む
小
売

を
中
心
に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
捕
獲
頭
数
が
不
安
定
で
あ

る
こ
と
や
販
売
に
掛
か
る
コ
ス
ト
が

大
き
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
聞
き
、

有
害
鳥
獣
の
有
効
処
理
に
つ
い
て
は
、

県
内
自
治
体
と
の
連
携
も
含
め
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ

る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

「
部
課
長
の
仕
事
宣
言
」
と
は
、

部
長
及
び
課
長
の
業
務
に
お
け
る
目

標
宣
言
で
あ
り
、
業
務
方
針
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
部
全
体
ま
た
は

課
単
位
で
目
標
の
共
有
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

目
標
は
、
総
合
計
画
に
お
け
る
重

要
施
策
や
課
題
の
解
決
策
、
鳥
栖
市

の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
施
策

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
連
動
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
管
理
の
ツ
ー

ル
と
し
て
も
部
課
長
の
仕
事
宣
言
を

活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
市
役
所
の
各
部
・
各
課
は
、

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
、
業
務
目
標
の
達
成
状
況
を
評
価

し
、
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
公
表
し
て
お
り
、
透
明
性
の
あ
る

取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

取
り
組
み
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て

は
、
組
織
全
体
の
方
針
と
職
員
一
人

ひ
と
り
の
職
務
に
お
け
る
方
向
性
や

価
値
観
が
合
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、

職
員
の
意
識
改
革
・
組
織
改
革
が
進

め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
市
で
も
す
で
に
事
業
評
価
シ
ス

テ
ム
を
実
施
し
、
効
果
を
上
げ
て
い

る
が
、
鳥
栖
市
の
取
り
組
み
は
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
確
実
に
実
行
し
て
い
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
行
政
運
営
効
率
化
の
参
考

と
な
る
研
修
で
あ
っ
た
。

糸島市役所にて

鳥栖市役所にて

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

捕
獲
後
の
有
効
活
用

福
岡
県
糸
島
市

い
と
し
ま

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

「
部
課
長
の
仕
事
宣
言
」

佐
賀
県
鳥
栖
市

と

す

視 察 研 修 レ ポ ー ト

５
月
17
日
～
19
日

2016.8.1 16

余
市
町
で
は
、
ゴ
ミ
収
集
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
化
と
同
時
に
ふ
れ
あ
い
収
集

事
業
を
導
入
し
、
対
象
世
帯
は
要
支

援
や
要
介
護
の
認
定
者
と
同
程
度
の

高
齢
者
の
世
帯
、
冬
期
間
に
ゴ
ミ
出

し
が
で
き
な
い
世
帯
な
ど
で
、
担
当

職
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
状
況
を
確

認
し
て
か
ら
、
利
用
の
可
否
を
判
断

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

実
際
の
収
集
で
は
、
委
託
先
の
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
が
指
定
の

収
集
曜
日
に
週
１
回
訪
問
し
、
ゴ
ミ

の
収
集
に
合
わ
せ
て
安
否
確
認
を
行

い
、
平
成
27
年
度
実
績
で
は
、
利
用

世
帯
が
92
世
帯
で
年
々
増
加
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

収
集
業
者
が
安
否
確
認
で
き
な
い

場
合
は
、
担
当
課
に
連
絡
し
、
担
当

課
が
安
否
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
収
集
曜
日
を
忘
れ
て
、
買
い
物

な
ど
に
出
か
け
て
い
る
な
ど
、
安
否

確
認
の
た
め
に
相
当
の
時
間
を
要
す

る
場
合
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
分
別
方
法
が
し
っ
か
り
と
で

き
て
お
ら
ず
、
翌
日
に
委
託
業
者
の

職
員
３
名
に
よ
り
再
度
分
別
し
て
い

る
な
ど
課
題
も
あ
っ
た
。

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
見
守
り
と
い

う
点
か
ら
も
有
効
な
施
策
で
あ
り
、

今
後
も
民
間
業
者
の
活
用
も
含
め
、

検
討
が
必
要
な
施
策
で
あ
っ
た
。

白
老
町
で
は
、
平
成
22
年
の
高
齢

化
率
が
33
％
で
、
一
人
暮
ら
し
の
在

宅
高
齢
者
も
約
２
千
人
と
増
加
傾
向

で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
安
否
確
認
を
含
め
高

齢
者
を
地
域
で
支
援
す
る
仕
組
み
が

必
要
で
あ
り
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
独
居
老

人
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

具
体
的
に
は
、
対
象
者
の
携
帯
電

話
に
内
蔵
の
歩
数
計
デ
ー
タ
が
１
日

１
回
自
動
送
信
さ
れ
る
こ
と
で
、
安

否
確
認
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

携
帯
電
話
の
「
予
約
・
相
談
・
緊
急
」

の
ボ
タ
ン
に
よ
り
、
宅
配
買
い
物
の

予
約
や
地
域
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
相
談
が
で
き
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
。

利
用
者
か
ら
は
「
見
守
ら
れ
て
い

る
安
心
感
が
あ
る
」
と
好
評
で
あ
る

が
、
高
齢
の
方
が
多
く
、
操
作
方
法

が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

相
談
な
ど
の
利
用
実
績
が
少
な
い
こ

と
や
、
充
電
忘
れ
に
よ
り
メ
ー
ル
が

自
動
送
信
さ
れ
ず
、
安
否
確
認
に
時

間
を
要
す
る
な
ど
の
課
題
も
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
携
帯
電
話
の
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
な
ど
に
伴
う
更
新
費
用
や
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
確
保
な
ど
、

事
業
を
維
持
し
て
い
く
に
は
難
し
い

面
も
あ
り
、
今
後
、
地
域
全
体
で
の

見
守
り
支
援
を
検
討
し
て
い
く
上
で
、

参
考
と
な
る
視
察
で
あ
っ
た
。

総合保健福祉センターにて

ふ
れ
あ
い
収
集
事
業

に
つ
い
て

北
海
道
余
市
町

よ

い

ち

視 察 研 修 レ ポ ー ト

議会だより VOL.5117

５
月
31
日
～
６
月
２
日

独
居
老
人
携
帯
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

北
海
道
白
老
町

し
ら
お
い

余市町役場にて



　別表

項　　目 内　　　　容

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

研修費 議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

広報費 議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費

広聴費 議員が行う住民からの市政及び議員の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費

要請・陳情活動費 議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会議費 議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 議員が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

人件費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

事務所費 議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

調査
研究費

研修費 広報費 広聴費
資料

作成費
資料

購入費

板谷　悦郎 240,000 250 ,184 110 ,852 35,658 57,601 46 ,073 0

金子　　猛 240,000 270 ,982 25 ,110 78 ,610 36,300 48,089 82 ,873 0

坂井　正靱 240,000 172 ,633 78 ,610 16,185 77 ,838 67 ,367

多々見邦次 240,000 286 ,016 94 ,500 32,136 19,308 140 ,072 0

高橋　成典 240,000 263 ,673 0 185,729 4,080 24,978 48 ,886 0

安達　　肇 240,000 246 ,034 61 ,610 17 ,000 20,088 0 147 ,336 0

多々見　武 240,000 248 ,614 93 ,308 17 ,000 29,124 109 ,182 0

金田　正信 240,000 171 ,194 9 ,000 24,910 7,886 129 ,398 68 ,806

杉本　正一 240,000 259 ,386 138 ,612 0 120 ,774 0

竹内　幹雄 240,000 168 ,538 93 ,320 17 ,000 8,964 49 ,254 71 ,462

杉本　成一 240,000 252 ,561 87 ,960 17 ,000 43,831 103 ,770 0

寺内　照雄 240,000 204 ,782 17 ,000 75,000 112 ,782 35 ,218

猪村　博靖 240,000 276 ,154 93 ,028 17 ,000 56,295 109 ,831 0

別宗　明敏 240,000 262 ,123 117 ,860 20,229 124 ,034 0

政務活動費（平成27年度交付分）収支報告書

議員氏名
平成27年度
交付決定額

支出総額 返還額

政務活動費とは
政務活動費の収支を公開します

◆政務活動費とは

政務活動費とは、地方自治法第100条の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資す

るため必要な経費の一部として交付されています。

本市では、「かほく市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、議会の活性化や議

員個々の政策形成能力、法制能力、調査能力等の向上、市政に関する調査研究活動基盤の充

実を図るため、議員に対して、年24万円（月額2万円）を交付しています。

◆使途基準

本市議会では、政務活動費の使途基準を定め明確化するとともに、領収書等の証拠書類を

添えた収支報告書の提出を義務づけるなど、透明性の高い運用をしています。

◆収支報告書

政務活動費の収支報告書は、次年度の4月30日までに、領収書又はこれに準ずる書類を添付

して、議長に提出しなければなりません。

◆政務活動費を充てることができる経費の範囲

政務活動費は、下記の別表で定める政務活動に要する経費に充てることができます。
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受入日 議会名 視察テーマ

H28.04.20 三重県津市議会　会派 定住促進の取り組みについて

H28.05.11
埼玉県上尾市議会
健康福祉常任委員会

子育て応援事業について

H28.05.11
山口県光市議会
環境福祉経済委員会

上下水道施設の包括的民間委託について

H28.05.18 宮城県石巻市議会　会派
定住促進の取り組みについて
地方創生の取り組みについて

H28.05.18
鹿児島県指宿市議会
産業建設委員会

定住促進の取り組みについて

H28.05.19
鹿児島県薩摩川内市議会
建設水道委員会

上下水道施設の包括的民間委託について

H28.05.23 鳥取県米子市議会　会派 定住促進の取り組みについて

H28.05.24
栃木県大田原市議会
総務常任委員会

定住促進の取り組みについて

H28.05.26
岐阜県瑞浪市議会
議会運営委員会

議会による行政評価について
予算決算常任委員会の設置について

H28.05.27
新潟県燕市議会
議会運営委員会

議会による行政評価について
議会運についての課題と対策

H28.07.04
宮城県富谷町議会
教育民生常任委員会

子育て応援事業について

H28.07.11 愛知県碧南市議会　会派 定住促進の取り組みについて

H28.07.13
島根県雲南市議会
総務常任委員喜

定住促進の取り組みについて

H28.07.20 福岡県田川市議会　会派 定住促進の取り組みについて

H28.07.21 愛知県江南市議会　会派 定住促進の取り組みについて

H28.07.28
長崎県雲仙市議会
産業建設常任委員会

上下水道施設の包括的民間委託について

H28.08.01
長野県中野市議会
経済建設委員会

定住促進の取り組みについて

H28.08.02
栃木県真岡市議会
産業建設常任委員会

定住促進の取り組みについて

H28.10.04
埼玉県桶川市議会
民生経済常任委員会

定住促進の取り組みについて
子育て応援事業・道の駅「高松」について

H28.10.20 愛知県丹羽広域事務組合
水道施設の包括的民間委託について
水道施設の長寿命化等の取り組みについて

H28.11.09
千葉県流山市議会
教育福祉常任委員会

子育て応援事業について

視  察  受  入  れ  一  覧 （ 予 定 含 む ） 昨
年
度
、
新
幹
線
開
業
な
ど
で
、

石
川
県
が
注
目
さ
れ
、
本
市
に
お
い

て
も
全
国
各
地
か
ら
行
政
視
察
の
受

入
れ
が
急
増
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、

昨
年
度
以
上
の
ペ
ー
ス
で
行
政
視
察

の
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。
（
左
表
）

視
察
テ
ー
マ
は
、
昨
年
度
同
様
、

定
住
促
進
に
関
す
る
視
察
が
一
番
多

く
、
そ
の
他
、
子
育
て
支
援
施
策
、

議
会
に
よ
る
行
政
評
価
や
予
算
決
算

常
任
委
員
会
の
設
置
、
道
の
駅
整
備
、

上
下
水
道
施
設
の
包
括
的
民
間
委
託

な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
の
行
政
視

察
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
定
住
促
進
事
業
の
施
策
と

し
て
、
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
マ
マ
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
マ
マ
の
視
点
を
取
り

入
れ
て
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
姿
勢
が
評
価
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

市
政
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
、

か
ほ
く
市
が
視
察
先
に
選
ば
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
執
行
部
の

事
業
を
慎
重
に
審
議
し
、
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

５
月
31
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

全
国
市
議
会
議
長
会
の
総
会
の
席
上
、

長
年
の
功
績
を
讃
え
、
多
々
見
邦
次

議
員
に
10
年
勤
続
の
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

14
日
の
定
例
会
本
会
議
の
席
上
、

杉
本
正
一
議
長
か
ら
表
彰
の
伝
達
を

行
い
ま
し
た
。

議会だより VOL.5119

多々見邦次議員


